
 

 

 

令和５年９月２１日 

東日本高速道路株式会社 北海道支社 

 

冬季の高速道路の安全な交通確保のため 

２４時間体制の気象・道路状況把握と雪氷対策作業を開始 
～雪氷対策出陣式を全道５カ所の管理事務所で実施～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社（札幌市厚別区）は、令和５年１０月１６日（月）から令和６年４月３０

日（火）までを「雪氷
せ っ ぴ ょ う

対策期間」と位置づけ、２４時間体制で気象・道路状況の把握と雪氷対策作業

を行い、安全な交通確保に努めます。 

雪氷対策期間の開始に先立ち、冬季の高速道路の交通安全と雪氷対策作業の無事を祈願す

る「雪氷対策出陣式（安全祈願祭）」を、下記のとおり全道５カ所の管理事務所で行います（報道関

係者の皆さまに公開します）。 

お客さまには、冬用タイヤの装着などの冬装備を早めに行っていただくとともに、雪氷対策作業へ

のご理解とご協力をお願いします。 

 

１． 雪氷対策出陣式（安全祈願祭）の日時 

日時 場所 参加人員・作業車数 
管理 

事務所名 

１０月１０日（火）１３：００～１４：００ 道央道 室蘭ＩＣ 約７０名・約３０台 室蘭 

１０月１２日（木）１０：００～１０：３０ 道央道 札幌ＪＣＴ 約１００名・約１５台 札幌 

１０月１２日（木）１０：００～１０：３０ 道央道 北広島ＩＣ 約１２０名・約２０台 北広島 

１０月１２日（木）１０：００～１０：３０ 道東道 音更帯広ＩＣ 約７０名・約１５台 帯広 

１０月１３日（金）１０：３０～１１：００ 道央道 旭川鷹栖ＩＣ 約６０名・約３０台 旭川 

※雨天の場合は、車庫などで行います。 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

※取材を希望される場合は、実施日の前日までに、各管理事務所窓口にご連絡ください。 

当日は、開始時刻の１０分前までに、会場の管理事務所の受付にお越しください。 

 

  

出陣式の様子（無事故を願う神事を行います） 高速道路での除雪の様子 



 

 

２．交通事故と降雪の状況 

北海道内の高速道路では、ハンドルやブレーキの操作ミスを原因とする交通事故の件数が、

冬季は夏季の約４倍となっております。例年、初冬の１０月上旬頃から降雪が始まるので、気象・

路面の状況に応じ、スピードを落とした慎重な運転や、冬用タイヤの装着など、早めの冬装備で

安全運転をお願いします。ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社公式 X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）アカウント

（@e_nexco_kita）では、ユニークな交通安全啓発動画も配信しています。 

昨シーズン（令和４年１０月～令和５年４月）の北海道内高速道路の各観測地点における平均

累計降雪量は、約３６４．４ｃｍでした。最も観測した降雪量が多かった地点は、道央自動車道・

金山トンネルで、累計降雪量は６５８．２ｃｍでした。（詳細：別紙１） 

 

３．除雪作業に関するお願い 

 ①除雪車の低速走行にご協力をお願いします。 

路面状況や気象に応じて車両の編成を変えながら、時速 

５０km 以下で除雪作業を行います。除雪作業中は除雪車両 

の追い越し禁止のため、速度を落として車間距離を十分に確 

保し、除雪車両に追行してください。高速道路ならではの除雪 

方法については、別紙２をご覧ください。 

 

 ②凍結防止剤散布作業車の追い越しにご注意ください。 

路面凍結が予測される場合、事前に凍結防止剤を散布します。 

散布中の作業車を追い越しする際は、凍結防止剤が車に 

かかる恐れがありますので、十分ご注意ください。 

 

 ③晴れていても作業を行うことがあります。 

路面状況により、除雪、凍結防止剤散布、路肩部排雪などの作業を行うことがあります。 

また、通行が危険と判断された場合は通行止めとなることがあります。 

ご理解とご協力をお願いします。 

 

４．LINE 公式アカウント・公式 X（旧 Twitter）で冬の高速道路情報を配信しております。  

 

 

 

除雪トラックと標識車による除雪のイメージ 

凍結防止剤散布の様子 

対象期間：令和４年５月～令和５年４月（当社調べ） ユニークな交通安全啓発動画の抜粋 

ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社 

公式 X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）アカウント（@e_nexco_kita） 

ＮＥＸＣＯ東日本 

LINE 公式アカウント（@e-nexco） 

https://twitter.com/e_nexco_kita
https://twitter.com/e_nexco_kita
https://twitter.com/e_nexco_kita


ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、２０２１～２０２５年までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢献し、新た

な未来社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取組みを行っています。 

今回の「雪氷出陣式」については、安全・安心で信頼できる高速道路の提供などにつながる

事業活動としてＳＤＧｓ目標の３番、９番、１１番、１３番に貢献するものと考えています。 

【管理事務所所在地の最寄ＩＣ】 

室蘭管理事務所・・・室蘭ＩＣ 

北広島管理事務所・・・北広島ＩＣ 

札幌管理事務所・・・札幌ＪＣＴ 

旭川管理事務所・・・旭川鷹栖ＩＣ 

帯広管理事務所・・・音更帯広ＩＣ 



別紙１昨シーズンの高速道路の降雪状況
降雪状況（累計降雪量）

※令和４年10月16日～令和５年4月30日
（NEXCO東日本観測データ）

① 昨シーズン（10月～4月）の北海道内の高速道路の平均累
計降雪量は、約364.4ｃｍでした。また、特に降雪量が多か
った地点は、下記のとおりです。

１位 金山トンネル（道央道 豊浦IC～黒松内JCT） 658.2cm
２位 常磐トンネル（道央道 深川IC～旭川鷹栖IC）618.0cm
３位 三笠インターチェンジ（道央道） 604.8cm

② 昨シーズンの雪氷作業にあたった作業車の総走行距離
は、約２３．７万km（地球約５．９周分）でした。

NEXCO東日本は、お客さまの安全を守るため、２４時
間体制で除雪作業に取り組んでいます。

観測点
R4累計降雪量（R3累計降雪量）



別紙２

地域や降雪状況に伴い、高速道路では以下の方法で効率的な除雪作業をしています。

NEXCO東日本の除雪作業～高速道路ならではの除雪

通常の除雪

重交通区間や高架区間等の除雪（マルチ除雪）

厳冬期の除雪（パワー除雪）

除雪トラックを3台と標識車１台を組み合わせて低速走行しながら除雪します。

本線除雪車両とランプ除雪車両を区分することで、通常の除雪作業よりもランプ部（入口・出口）を効
率的に作業ができます。特にハーフICやIC間距離が短い連続高架区間では、除雪編成を組み替えずに作
業ができ作業時間の短縮ができます。

厳冬期に長時間にわたり大量の降雪がある場合など、車線確保のため路肩側の除雪車を1台追加し先行させ、路肩堆
雪部を拡幅する作業を組み合わせた編成（5台）で一体的に除雪を行うものです。


